
富 山 県 の 文 化  ＜ ３０ 年 前 と 現 在 と の 変 化 ＞ 

鈴木忠志演出 
「シラノ・ド・ベルジュラック」 

３０年前 

内山邸 観月の会 

県民芸術文化祭2014  
 

高岡文化ホール 

新近代美術館(仮称) 
(イメージ) 

２０年前 １０年前 現  在 

客席数３００席以上 

 

  ●人口当たり行動者数（各分野の割合の合計） ※出典：総務省「社会生活基本調査」 

   ◆文化の鑑賞          ３７．９％〔Ｓ61〕     ４５．１％〔Ｈ８〕      ４０．１％〔Ｈ18〕     ３７．９％〔Ｈ23〕 

      （全国の行動者数）         ４０．４％〔Ｓ61〕        ４５．０％〔Ｈ８〕        ４２．０％〔Ｈ18〕       ３６．８％〔Ｈ23〕 

   ◆文化活動への参加         ５１．８％〔Ｓ61〕     ６２．０％〔Ｈ８〕      ５５．４％〔Ｈ18〕     ５６．１％〔Ｈ23〕 

      （全国の行動者数）         ５１．８％〔Ｓ61〕        ６３．３％〔Ｈ８〕        ６４．３％〔Ｈ18〕       ５７．６％〔Ｈ23〕 

文化活動の状況 

●主な出来事                       ◆第１１回国民文化祭とやま‘９６(H8)      ◆とやま世界こども舞台芸術祭(H20～) 
     ◆世界ポスタートリエンナーレトヤマ（S60～）     ◆県民文化条例制定(H8)       ◆越中アートフェスタ(H18～) ◆TOGAｱｼﾞｱ・ｱｰﾂ・ｾﾝﾀｰ設立(H24)    
         ◆万葉集全20巻朗唱の会(H2～)           ◆県民芸術文化祭(H9～)   ◆夏の世界演劇祭「利賀フェスティバル」６年ぶりに復活(H17)   
          ◆スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド(H3～)        ◆学びの森音楽祭(H14～) ◆舞台芸術特区TOGA認定(H18)  ◆第１回利賀アジア芸術祭(H26) 
          ◆井波国際木彫刻キャンプ(H3～)           ◆(財)舞台芸術財団演劇人会議 設立(H12) ◆劇団ＳＣＯＴ再始動(H20) 
   ◆富山国際アマチュア演劇祭(Ｓ58)※以後６回の国際的な演劇祭を開催 ◆BeSeTo演劇祭 利賀で初めて開催(H13)   ◆とやま国際アートキャンプ(H21～) 

 

 ●登録美術館・博物館        １５館〔Ｓ59〕        ２９館〔Ｈ８〕       ３５館〔Ｈ17〕         ３５館〔Ｈ23〕 

  人口100万人当たりの数 本県       １３．４館〔Ｓ59〕        ２５．８館〔Ｈ８〕       ３１．５館〔Ｈ17〕          ３２．２館〔Ｈ23〕 

      〃      全国        ５．６館〔Ｓ59〕         ７．８館〔Ｈ８〕        ９．４館〔Ｈ17〕          ９．９館〔Ｈ23〕 

 

 ●文 化 ホ ー ル        １４館〔Ｓ59〕        ２６館〔Ｈ８〕       ２９館〔Ｈ17〕         ３１館〔Ｈ23〕 

  人口100万人当たりの数 本県       １２．５館〔Ｓ59〕         ２３．１館〔Ｈ８〕       ２６．１館〔Ｈ17〕          ２８．５館〔Ｈ23〕 

      〃      全国           －             １２．３館〔Ｈ８〕        １４．８館〔Ｈ17〕         １４．６館〔Ｈ23〕 

※出典：文部科学省「社会教育調査」等 

文化施設の状況 

 ◆３０年前の主な施設 
 ・県立近代美術館   ・高岡市立美術館 
 ・富山市立郷土博物館 ・氷見市立博物館 
 ・百河豚美術館    ・魚津水族館 
 ・魚津市立特別天然記念物埋没林博物館 
 ・富山市科学文化センター 
 ・富山県民会館  ・富山県教育文化会館 
 ・富山市公会堂  ・高岡市民会館 
 ・黒部市民会館  ・砺波市文化会館 
 ・氷見市民会館  ・新湊市中央文化会館 

＋１３ 

＋１２ 

＋６ 

＋３ 

±０ 

＋２ 

●主な施設の開館状況 
 ◆黒部市吉田科学館(S61)   ◆西田美術館(H5)   ◆砺波市美術館(H９)      ◆砺波市出町子供歌舞伎曳山会館(H21) 
  ◆井波美術館(S62)      ◆黒部市美術館(H6) ◆大島絵本館(H９)        ◆樂翠亭美術館(H23) 
   ◆庄川美術館(H1)      ◆福光美術館(H6)   ◆立山カルデラ砂防博物館(H10)  ◆ギャルリ・ミレー(H24) 
     ◆高岡市万葉歴史館(H2) ◆高岡市美術館(移転新築、H6)              ◆高志の国文学館(H24) 
      ◆立山博物館(H3)             ◆新湊博物館(H10)          ◆小矢部市大谷博物館(H26) 
      ◆朝日町立ふるさと美術館(H3)        ◆水墨美術館(H11)          ◆富山市ガラス美術館(H27) 
                             ◆ミュゼふくおかカメラ館(H12)   ◆アートハウスおやべ(H27) 
 ◆高岡文化ホール(S61)    ◆小杉文化ホール(H5)   ◆富山国際会議場(H11)  ◆フォルツァ総曲輪(H19) 
  ◆県民小劇場(S62)      ◆新川文化ホール(H6)    ◆新川学びの森天神山交流館(H14) 
   ◆富山市民プラザ(H1)    ◆富山県利賀芸術公園(県立化、H6)  ◆高岡市生涯学習センター(H16) 
      ◆福野文化創造センター(H3)  ◆富山市芸術文化ホール(H8)  ◆城端伝統芸能会館(H17) 

 ◆文化の鑑賞：美術鑑賞、演芸・演劇・舞踊鑑賞、クラシック音楽鑑賞 
 ◆文化活動への参加：絵画・彫刻、書道、陶芸・工芸、写真、舞踊、楽器演奏、邦楽、声楽、華道、茶道、文芸等 

 

  ●文化関係予算額         816百万円〔Ｓ60〕    3,204百万円〔Ｈ７〕     2,434百万円〔Ｈ17〕     7,856百万円〔Ｈ27〕 

  ●一般会計予算に占める割合   ０．２４％〔Ｓ60〕     ０．５６％〔Ｈ７〕      ０．４５％〔Ｈ17〕      １．４０％〔Ｈ27〕 

 

文化関係の県予算の状況（当初予算ベース） 

 ●文化関係予算額 ＝文化振興費＋文化財保護費＋美術館費 
 ●一般会計に占める割合 ＝文化関係予算額÷一般会計予算総額 ※いずれも当初予算ベース 

◆全国順位の高い分野 
 ・Ｓ61：茶道1位、民謡2位 
 ・Ｈ23：美術鑑賞4位 
     陶芸・工芸1位 
     邦楽2位、書道3位 
     茶道4位 

近代美術館移転新築整備費 
などで大幅に増加 

30年間で 
２．３倍 

30年間で 
２．２倍 

 ◆本県の全国順位が高い分野 
  美術鑑賞４位、陶芸・工芸１位 
  邦楽２位、書道３位、茶道４位 

 ●文化関係予算額 ＝文化振興費＋文化財保護費＋美術館費＋芸術文化振興費 

全国３位 

全国１位 

◆県民会館ﾘﾆｭｰｱﾙ 
 (H27.3) 

茶道１位 
民謡２位 

参考資料５ 


